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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第81期

第３四半期連結
累計期間

第82期
第３四半期連結
累計期間

第81期
第３四半期連結
会計期間

第82期
第３四半期連結
会計期間

第81期

会計期間

自平成20年
４月１日　
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日　
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日　
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日　
至平成21年
12月31日

自平成20年
　４月１日
至平成21年
　３月31日

売上高（百万円） 104,387 76,211 33,231 27,683 125,289

経常利益（百万円） 2,124 467 252 331 1,787

四半期（当期）純利益（百万円） 1,216 272 113 193 969

純資産額（百万円） － － 12,280 12,251 12,028

総資産額（百万円） － － 57,556 47,026 46,480

１株当たり純資産額（円） － － 568.90 567.63 557.22

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
56.36 12.63 5.24 8.98 44.89

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 21.3 26.1 25.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,977 4,045 － － 2,238

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△29 △537 － － △160

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,606 △6,027 － － 4,406

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 5,467 4,877 7,396

従業員数（人） － － 256 233 246

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　　　　　記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

　　ておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 233     

　（注）従業員数は就業人員であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 178     

　（注）従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

 

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における鉄鋼販売部門の受注状況を示すと、次のとおりであります。

区　　分 受注高（千円）
前年同四半期比（％）

　
受注残高（千円）

前年同四半期比（％）
　

鉄鋼販売部門 28,355,254 116.4 22,195,468 123.0

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における鉄鋼販売部門の販売実績を示すと、次のとおりであります。

事業部門名称 品　　種　
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
　　前年同四半期比（％）　

　

 鋼　　　板 15,364,855 81.6

 鋼　　　管 5,561,458 80.8

鉄鋼販売部門 条　　　鋼　 322,925 38.0

 ステンレス等 6,292,606 96.3

 そ　の　他 141,493 101.0

 　合計（千円）　 27,683,337 83.3

　（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

　フタバ産業株式会社 3,392,200 10.2 3,878,945 14.0

　株式会社三五 － － 2,955,825 10.7

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

  

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　　　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の景気浮揚策並びに中国を中心とした新興国への輸出に

より、一部製造業では回復傾向が見られるようになりましたが、全体としては、設備投資の抑制、雇用情勢の悪化、

個人消費の冷え込みにより依然として厳しい状況で推移いたしました。

　　　    鉄鋼業界におきましては、第２四半期より自動車や輸出向け需要が持ち直してきたものの建設需要の低迷が続き、

当期の国内粗鋼生産量は6,994万トンと前年同期に比較して20.4％の減少となりました。

　　　　　こうした厳しい状況下、当社グループは、不良債権発生の未然防止に傾注する一方、総力をあげて売上高の確保に邁

進し、更に徹底した経費節減に努めてまいりました。

　　　　　以上の結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間の売上高は、276億83百万円と前年同期間と比較して16.7％

の減収となりましたが、営業利益は27.1％増の３億40百万円、経常利益は30.9％増の３億31百万円、四半期純利益

は71.4％増の１億93百万円となりました。

 

　　　事業の種類別セグメント及び所在地別セグメントの業績については、「第５　経理の状況　１．四半期連結財務諸

表　注記」のとおり単一セグメントであり、本邦以外の国または地域に所在する連結子会社がないため記載を省

略しております。また、事業部門等の区分による記載も鉄鋼販売部門と管理部門の２部門のため、記載を省略して

おります。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　　　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間

末と比べ、84百万円減少し、48億77百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動によるキャッシュ・フローは、８億29百万円の資金増加（前年同四半期は25億１百万円の資金増加）と

なりました。

　　　その主な要因は、売上債権の増加38億５百万円、法人税等の支払３億38百万円等の資金減少要因がありましたが、

税金等調整前四半期純利益３億27百万円、仕入債務の増加45億27百万円等による資金増加要因が大きいことによ

るものであります。

 

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動によるキャッシュ・フローは、５億７百万円の資金減少（前年同四半期は僅少の資金増加）となりまし

た。

　　　その主な要因は、定期預金の預入による支出５億円、有形固定資産の取得による支出６百万円によるものでありま

す。　

 

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動によるキャッシュ・フローは、４億６百万円の資金減少（前年同四半期は19億99百万円の資金増加）と

なりました。

　　　その主な要因は、短期借入金の返済４億円によるものであります。　

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 38,886,000

計 38,886,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,207,000 22,207,000
　名古屋証券取引所

　　 市場第二部
単元株式数1,000株

計 22,207,000 22,207,000 － －

　 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

  平成21年10月１日～　

　　　　　　　平成21年12月

31日

－ 22,207,000 － 2,310 － 1,802

  

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた　　

　め、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載

をしております。

 

　①【発行済株式】 

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －　

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －　

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）　　普

通株式　　  604,000　　　　

　（相互保有株式）　　普

通株式　　   59,000　　　　

　　　　　　　　　　　

－ 単元株式数1,000株　

完全議決権株式（その他） 普通株式　 21,430,000 21,430 同上　

単元未満株式 普通株式　　  114,000 － －　

発行済株式総数 22,207,000 － －

総株主の議決権 － 21,430 －

 

　②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）　　　　

株式会社カノークス　

名古屋市西区那古野　　１

の１の12
604,000 －　 604,000 2.72

（相互保有株式）　　石

川技研工業株式会社

石川県白山市出合島町

1272の１
59,000 －　 59,000 0.27

計 － 663,000 －　 663,000 2.99

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

最高（円） 159 155 175 170 164 160 158 160 162

最低（円） 150 148 161 155 156 152 156 146 148

　（注）　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。　

 

EDINET提出書類

株式会社カノークス(E02561)

四半期報告書

 9/20



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,420,578 7,396,908

受取手形及び売掛金 ※2
 27,575,588 20,083,481

商品 6,498,803 11,316,997

その他 301,301 745,183

貸倒引当金 △113,562 △142,616

流動資産合計 39,682,709 39,399,955

固定資産

有形固定資産 ※1
 4,480,440

※1
 4,543,149

無形固定資産 159,987 60,970

投資その他の資産

投資有価証券 2,299,043 2,042,147

その他 493,046 506,058

貸倒引当金 △115,114 △101,713

投資その他の資産合計 2,676,975 2,446,492

固定資産合計 7,317,402 7,050,612

繰延資産 26,459 30,006

資産合計 47,026,571 46,480,574
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 19,231,428 13,379,166

短期借入金 8,700,000 14,500,000

1年内償還予定の社債 1,000,000 －

未払法人税等 7,851 202,974

賞与引当金 83,209 172,215

その他 580,676 218,301

流動負債合計 29,603,165 28,472,658

固定負債

社債 2,500,000 3,500,000

長期借入金 1,000,000 1,000,000

その他 1,672,374 1,479,856

固定負債合計 5,172,374 5,979,856

負債合計 34,775,540 34,452,515

純資産の部

株主資本

資本金 2,310,000 2,310,000

資本剰余金 1,802,600 1,802,600

利益剰余金 7,563,405 7,506,955

自己株式 △185,823 △185,350

株主資本合計 11,490,182 11,434,204

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 531,281 372,091

土地再評価差額金 229,567 221,763

評価・換算差額等合計 760,849 593,854

純資産合計 12,251,031 12,028,059

負債純資産合計 47,026,571 46,480,574
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 104,387,958 76,211,995

売上原価 99,004,799 72,895,705

売上総利益 5,383,158 3,316,290

販売費及び一般管理費 ※
 3,191,745

※
 2,753,748

営業利益 2,191,413 562,541

営業外収益

受取利息 2,271 2,284

受取配当金 73,214 27,457

仕入割引 57,438 31,363

受取賃貸料 39,128 41,924

雑収入 14,589 21,471

営業外収益合計 186,642 124,501

営業外費用

支払利息 138,409 127,955

売上割引 51,834 37,835

持分法による投資損失 4,042 8,437

賃貸費用 19,680 23,735

雑損失 40,024 21,561

営業外費用合計 253,990 219,524

経常利益 2,124,065 467,517

特別利益

固定資産売却益 1,130 456

貸倒引当金戻入額 － 13,409

特別利益合計 1,130 13,865

特別損失

固定資産売却損 － 111

固定資産除却損 666 476

減損損失 2,958 －

投資有価証券評価損 27,659 －

ゴルフ会員権評価損 300 11,311

退職給付費用 － 240

特別損失合計 31,583 12,140

税金等調整前四半期純利益 2,093,611 469,243

法人税、住民税及び事業税 820,521 151,880

法人税等調整額 56,359 44,858

法人税等合計 876,880 196,739

四半期純利益 1,216,731 272,504
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 33,231,606 27,683,337

売上原価 31,895,008 26,402,201

売上総利益 1,336,598 1,281,136

販売費及び一般管理費 ※
 1,068,406

※
 940,274

営業利益 268,191 340,861

営業外収益

受取利息 609 500

受取配当金 35,861 9,706

仕入割引 22,253 10,964

持分法による投資利益 － 14,520

受取賃貸料 13,049 14,023

雑収入 5,759 5,346

営業外収益合計 77,532 55,062

営業外費用

支払利息 46,689 37,300

売上割引 18,514 13,874

持分法による投資損失 9,158 －

賃貸費用 6,577 7,869

雑損失 11,893 5,757

営業外費用合計 92,833 64,802

経常利益 252,890 331,121

特別利益

固定資産売却益 386 335

貸倒引当金戻入額 － 1,458

特別利益合計 386 1,793

特別損失

固定資産売却損 － 10

固定資産除却損 353 62

投資有価証券評価損 27,659 －

ゴルフ会員権評価損 300 5,538

特別損失合計 28,312 5,611

税金等調整前四半期純利益 224,964 327,304

法人税、住民税及び事業税 42,528 94,376

法人税等調整額 69,410 39,204

法人税等合計 111,938 133,580

四半期純利益 113,026 193,724
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,093,611 469,243

減価償却費 118,882 116,015

減損損失 2,958 －

社債発行費償却 1,918 3,547

貸倒引当金の増減額（△は減少） 38,682 △15,652

前払年金費用の増減額（△は増加） △52,191 16,050

賞与引当金の増減額（△は減少） △109,329 △89,006

受取利息及び受取配当金 △75,485 △29,741

支払利息 138,409 127,955

持分法による投資損益（△は益） 4,042 8,437

固定資産売却損益（△は益） △1,130 △344

固定資産除却損 666 476

投資有価証券評価損益（△は益） 27,659 －

ゴルフ会員権評価損 300 11,311

売上債権の増減額（△は増加） △603,567 △7,000,377

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,372,449 4,818,194

仕入債務の増減額（△は減少） 4,820,879 5,852,261

その他 1,066,725 351,452

小計 4,100,580 4,639,823

利息及び配当金の受取額 76,565 30,281

利息の支払額 △126,682 △110,779

法人税等の支払額 △1,072,891 △513,925

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,977,572 4,045,399

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △500,000

有形固定資産の取得による支出 △20,551 △38,126

有形固定資産の売却による収入 3,387 1,775

無形固定資産の取得による支出 △12,915 －

投資有価証券の取得による支出 △5,333 △4,782

貸付けによる支出 △1,000 △6,800

貸付金の回収による収入 4,671 7,641

その他 2,481 2,581

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,260 △537,709

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 900,000 △5,800,000

長期借入れによる収入 1,000,000 －

社債の発行による収入 1,466,893 －

社債の償還による支出 △1,500,000 －

リース債務の返済による支出 － △10,228

自己株式の純増減額（△は増加） △876 △473

配当金の支払額 △259,117 △216,317

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,606,900 △6,027,019

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,555,212 △2,519,329

現金及び現金同等物の期首残高 912,627 7,396,908

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,467,839

※
 4,877,578
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法　 　固定資産の年度中の取得、売却及び除却の見積りを考慮した予算を策定して

いるため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しておりま

す。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

3,288,621千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

3,204,267千円　

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

あったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 ───────

 

受取手形 785,663千円

支払手形 213,070千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　次のとおりであります。

　運賃諸掛 1,072,464千円

　給料手当　 910,168 

　賞与引当金繰入額　 94,835 

　減価償却費 75,123 

退職給付費用　 48,172 

貸倒引当金繰入額 37,581 

　運賃諸掛 954,277千円

　給料手当　 797,329 

　賞与引当金繰入額　 75,709 

　減価償却費 73,747 

退職給付費用　 32,526 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　次のとおりであります。

　運賃諸掛 333,944千円

　給料手当　 246,511 

　賞与引当金繰入額　 94,835 

　減価償却費 23,913 

退職給付費用　 16,058 

貸倒引当金繰入額　 48,536 

　運賃諸掛 335,246千円

　給料手当　 212,882 

　賞与引当金繰入額　 75,709 

　減価償却費 27,270 

退職給付費用　 11,754 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 5,467,839

　現金及び現金同等物 5,467,839

 （千円）

　現金及び預金勘定 5,420,578

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金　 △543,000

　現金及び現金同等物 4,877,578

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　22,207,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　 　　　624,203株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日

定時株主総会
普通株式 216,053 10平成21年３月31日平成21年６月26日利益剰余金　

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至

　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

　　　　　当社ならびに子会社は、国内市場において鉄鋼の販売及びそれらに付帯する加工・サービスを提供しており、事業区

分としては単一セグメントであるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至

　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

　　　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社はないため、記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至

　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

　　　　　海外売上高が連結売上高の１０％未満のため、記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 567.63円 １株当たり純資産額 557.22円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 56.36円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 12.63円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 1,216,731 272,504

普通株主に帰属しない金額（千円） 　－ 　－ 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,216,731 272,504

期中平均株式数 21,588,516 21,583,618

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 8.98円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 113,026 193,724

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 113,026 193,724

期中平均株式数 21,587,716 21,582,930

　

（重要な後発事象）

 　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　 平成２１年２月１０日

 株式会社カノークス 　 　

 取締役会　御中 　 　

　 監査法人トーマツ 　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 水 野 信 勝　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石 倉 平 五　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カノークス

の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２０年１０月１日

から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カノークス及び連結子会社の平成２０年１２月３１日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　 平成２２年２月９日

 株式会社カノークス 　 　

 取締役会　御中 　 　

　 有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水 野 信 勝　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石 倉 平 五　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カノークス

の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２１年１０月１日

から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カノークス及び連結子会社の平成２１年１２月３１日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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